
南糯山の茶樹王

茶を育てて見えてくること



茶の利用の始まり

ラペッソタイプに類似するチェンマイタイプ

ミアンタイプに類似する東北部タイプ





山を越え



近くのベトナムへ



遠くブラジルへも



茶外茶



茶の原産地と茶の利用の始まり



医薬書に見る茶

寒の茶



雲南と日本の発酵文化



雲南省徳宏タイ族チンポー族自治州芒市南見村



山に入り古茶樹を摘むことは少なく
なってきた。

麓に種を蒔いて育てて摘んでいる。
手摘み。



食事を作る場所は共同で利用。
水や火の省エネ。
食材は裏の畑で皆で収穫し、一緒に調理する。



お茶もこの釜で炒る。
茶を出汁のようにも利用する。



茶を作るのも、
茶を喫するのも
みんな一緒が多い。

おつまみは、落花生やヒマワリの
種。仕事の合間の休憩タイム。

茶外茶。

日常的には、釜炒り茶を飲み、
特別な日は、レモングラスを煮
出して飲む。



この形で、いつでもお茶がある。



少し離れたところには揉捻機がある。



作ったお茶が無くなると買ってくる。



島根県鹿足郡吉賀町かきのき村



吉賀町には、

家の近くの茶を摘んで、

家族の飲むお茶は自分達でつくっているという

家庭が今もたくさんあります。



大野原 河野さんの釜炒り茶 Ｒ２．５．５

素手で釜炒りし、板で揉む
約15分
天日に2日ほど干す



下須 田丸さんの釜炒り茶
Ｒ２．５．１１

手袋で炒り、
水を加えてへらで釜炒り、
ざるで揉む 約8分
布を敷いた網戸で天日に干す



木部谷 福原さんの釜炒り茶 Ｒ１．５．９

へらと掬い網で釜炒り、
筵で揉む
筵で天日で乾かす



白谷 三浦さんの釜炒り茶 Ｒ２．５．１２

菜箸で水を打ちながら釜炒り、
竹の簀の子で揉み、
天日に干して、
少ししたらもう一度手で揉む
缶に入れて保管



白谷 村上さんの釜炒り茶 Ｒ２．５．２３

キノエダを使いガス釜で炒って
内輪で取り出し
箕で揉んで
天日に干す



白谷 三浦さんの釜炒り茶 Ｒ２．５．２２

クロモジの枝で釜炒り、

竹の簀子を突き合わせ
揉んで、天日に干す



白谷 村上さんの釜炒り茶 R３．５．１２

高温で一気に
炒り上げ、竹
の簀子で揉ん
で、室内で干し、
仕上げにもう
一度釜で炒る
（ご実家の宮
崎方式）。



幸地 羽多尾さんの釜炒り茶 Ｒ３．５．１４
強い火力で短時間で炒り上げ、
釜の中で揉み、ほぐし、笊に上
げてから強く揉む。室内で２～
３日かけて干す。



福川 田村さんの釜炒り茶 R3.5.10
近隣の若者を集めてのお茶づくり
指導は大井谷の三浦さん

できたお茶は「ソットチャッカ」とい
うブランドで柿木の暮らしと共に
写真家七咲友梨さんにより紹介、
販売されている



吉賀町のお茶は、
釜炒り茶
というタイプのお茶です。

日本のお茶のほとんどが
蒸して作られているのに対し、
釜炒り茶は、
摘んだお茶を大釜で炒ります。

江戸の頃には、
全国的に行われていましたが、
炒る方法は徐々に廃れ、
今は九州に一部残る
といわれていますが、
島根、山口、広島でもまだ見られ、
特に吉賀町では、
多くの家庭が
今日もその文化を継いでいます。



↑
釜炒り茶は全体の３．３％

（吉賀町のように販売をしていない自家用茶は数値には現れない。）



z

SARS-CoV-2のすべてのタンパク質の活性部位のポ

ケット内で最も強い分子相互作用を示しました。

EGCGは、標準薬のレムデスビルやクロロキンよりもは

るかに活性が高かった。

したがって、私たちの研究では、SARG-CoV-2の潜在的

な阻害剤としてEGCGを推奨しています。

EGCGは、茶に豊富に含まれているカテキンであ
る。強い抗酸化活性を示す。
緑茶に含まれており、紅茶ではEGCGがテアルビ
ジンに変換されているため含まれていない。
EGCGは多くのサプリメントに用いられている。
ウーロン茶にもほとんど含まれていない。出には
80℃加熱が必要とされている

▪ この論文は、査読前論文であるため「正式な結果」として利用してはいけない。

▪ 出所 https://www.researchsquare.com/article/rs-19560/v1

▪ 著者 インドERA医科大

https://www.researchsquare.com/article/rs-19560/v1




国内茶生産量は、農林水産省統計部の公表値で、29年は12府県の合計値である。



茶を継ぐ若者たち





日本で販売されているお茶から検出された農薬



特に柿木村では茶が通過儀礼に使われている

→生活の中で、茶を大切にする習俗がある

・ 葬儀のしきたりに「葬儀を済ますまで水は供えても茶は供えない」とある（ｐ８２５）。

・ 正月のしきたりに若水は「三杓ほど上の方向へ汲んで入れ物に移して置き、

次にお茶の水を汲んでおく（柿木）」とある（ｐ８６４）。

・ 若水を汲むときには「亭主が茶釜に三杓汲む。そのおり、（とんと汲む、若水を。 万の宝

を吸い込む）と一回唱える。それでお茶をわかして湯のみに入れ、箸で神棚に三回ふりかける。

そして、神棚、床の前の神、蔵の前の神、オカマサマに灯明とともに茶を供える。

これは三日間、亭主がする。（白谷）」とある（ｐ８６５）。

・ 正月の「朝はまずお茶を飲み、焼きもちを食べ・・・（大野原）」とある（ｐ８６６）。

・ 正月の「オフクラカシには茶をかけずに食べるのである。」とある（ｐ８６６）ことから、

日常的には茶をかけて食事をしていたのかもしれない。

『柿木村誌』より




